ムの 手法 を 用 ひし もの なれば、 面白がりて 読みし もの 

ほ とん 

なリ。 この 時代に も 句作 は 殆どせ ず。 

ほ 

大学 時代。 —— 略 ぼ 前 時代と 同様な り。 

たかは ま 

教師 時代。 —— 海軍 機関 学校の 教官と なリ、 高 浜 先 

生と 同じ 鎌 倉に 住み たれば、 ふと 句作 をして 見る 気に 

ギ J よく ふ こ 

なリ、 十 句ば かり 玉 斧 を 乞 ひし 所、 「ホ トト ギス」 に 二 

句 御 採用になる。 その後 引きつ づき、 二三 句づっ r ホ 

ころ 

トト ギス」 に 載りし ものな り。 但し その 頃 も 既に 多少 

の 文名 ありし かば、 十 句 中二 三 句 づっ雑 詠に 載る は 



こんにち いちい-つてい ぎょみん どうら 

如しと 言 はざる ベから ず。 今日は 唯一 游亭、 魚 眠 洞 等 

ひま 

と 閑に 俳諧 を 愛する のみ。 俳壇の ことな ど はとん と 知 

たんじ やく 

らず。 又 格別 知らん とも 思 はず。 たまに 短 尺な ど 送 

つて 句 を 書け と 云 ふ 人 あれ ど、 短 尺 だけ 恬然と とりつ 

いま かって 

離しに して 未だ 嘗 書いた ことなし。 この 俳壇の 門外 

漢 たる こと だけ は 今後 も 永久に 変ら ざらん 乎。 次 手 を 

ほか へき ごどう きじ やう だ こつ てんら う 

以て 前掲の 諸家の 外に も、 碧 梧桐、 鬼 城、 蛇笏、 天郎、 

はく ほう しる 

白峯 等の 諸家の 句に も 恩 を 受けた る こと を 記しお かん。 

白 峯と言 ふ は 「ホ トト ギス」 にや は リニ 三 句づっ 載り 

し 人な リ。 

(大正 十三 年) 
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